
４月度支部役員会議事録 
日本建築学会近畿支部 

 

期 日：平成２８年４月２０日（水） １５：００～１７：００ 

会 場：支部会議室Ⅱ (閲覧・会議室) 

出席者 門内支部長 

    常 議 員  角 田、小 林、塚 越、桝 井、安 野 

          大 谷、谷 口、遠 山、平 川、藤 井 

    支部監事  服 部 

    事 務 局  児 玉 

 

【審議事項】 

  審議に入る前に支部長より、今月から所属先が変わられたことが報告された。 

    京都大学大学院 教授 ⇒ 大阪芸術大学 教授 、京都大学名誉教授 

 

 （１）前回議事録(案)確認の件 

 事務局より役員各位へ事前に送付された議事録(案)の内容は、確認のうえ承認された。 

 

 （２）４月度理事会報告の件 

 ４月１４日(木)に開催された本部理事会については、支部長より報告が行われた。 

理事会の主な報告としては、「2016年日本建築学会大賞・学会賞・教育賞・著作賞・作

品選奨・奨励賞・文化賞の表彰業績の承認について」、「改正建築士法について」、「通

常総会（5月）の開催について」、「会費長期滞納会員ならびに連絡先不明の終身正会員

について」、「2017年度大会開催会場について」、「第17期代議員・役員候補者選挙結

果報告」、「中長期計画パンフレット案報告」、「2016年日本建築学会作品選集新人賞

報告」、「JAABE Best Paper Award 2015報告」、「規程類の制定・改廃について (1)療

養休職した職員の復帰に関する規程(案) 、(2)刊行規程の変更および著作権の取扱いに

関する細則(案)」、「論文誌の将来について (1)論文集の図表・参考文献の英文表記に

関する執筆要領の変更 、(2)レビュー委員会、TOP Journal WGでの検討について 、(3)

英文誌の刊行について」などであった。 

 

 （３）支部報告 １．事業報告 

         ２．会計報告 

 事務局より報告があり、承認された。 

 

 （４）平成２７年度事業報告の件 

 事務局より事業報告の原案について説明があった。なお、各役員において訂正・加筆部

分など気付いた点は事務局へ連絡することとして事業報告の内容は承認した。 



 

 （５）通常総会（５月２５日）議事録署名捺印者３名選出の件 

 門内支部長および安野常議員(庶務・会計常務幹事)、大淵常議員(事業常務幹事)の３氏

が担当することとした。 

 

 （６）総会および付随行事の役員役割分担の件 

 ５月２５日(水)の１６時から開催される通常総会、本会文化賞受賞者記念講演会、設計

競技入選者表彰式、当支部新人賞(作品)表彰式、長期法人・賛助会員感謝状贈呈式、懇

親会、作品展示等に関する各役員の役割分担について説明があった。 

 支部長より、各役員に対して当日の協力について依頼が述べられた。 

 

 （７）2016 年度 本部災害委員会支部企画募集の件 

 現在のところ申請は無いが、締切日の５月１６日まで申請を受け付けることとした。 

 

 （８）常議員 選挙開票結果の報告について 

 当支部選挙管理委員会の委員として出席した、桝井常議員(選挙管理委員会委員長)より、

４月度常議員会開催日の午前中に開票した次期役員選挙の結果について報告があった。 

 

 （９）次期支部監事について 

     ・川野 寿彦 君(大阪科学技術センター理事 ／ 現在.当支部事業委員) 

     ・渡辺 律夫 君(大林組大阪本店建築事業部構造設計部担当部長 ／ 第６８期常議員) 

 谷口常議員および事務局より２名の候補者について報告があり、支部監事の就任につい

ては承認された。 

 

 （10）2016年度大会(九州)男女共同参画推進委員会企画パネルディスカッションでの講演依頼 

 本部男女共同参画推進委員会(郡 公子委員長)より、以下の事業について依頼があった。 

 ８月25日(木)に大会会場でＰＤとして開催される「建築分野の持続と推進のカギを握る

男女共同参画(案) ～大学と学会における最新の取り組み」に、当支部から適任の女性会

員１名をパネリストとして推薦してほしい旨の依頼であった。 

 支部長より、当支部の「女性会員の会」立上げについての準備状況に関する報告ととも

に、１名の人選については支部長に一任することとした。 

 



 

 （11）６月度当支部役員会開催日(中島会長支部訪問日)の確認について 

   １．中島正愛会長の支部訪問に伴う近畿支部役員との懇談会 

      開 催 日：平成２８年６月１５日（水） １１時３０分～１４時 

      開催場所：（懇談会）大阪科学技術センター４階 ４０２号室 － 予定 

           （昼食会）大阪科学技術センター７階 レストラン 
 
   ２．当支部役員会 

      開催時間：平成２８年６月１５日（水） １４時３０分～１７時 

      開催場所：大阪科学技術センター４階 ４０２号室 － 予定 

 本会では、会長は就任２年目に各支部を訪問されることが慣例になっていることが、事

務局から説明された。 

 これに伴い、今回は上記の日程で当支部を訪問され、支部役員と懇談することが報告さ

れた。 

 

 （12）「ロームシアター京都」見学会・シンポジウムの学生スタッフの協力について 

    募集人数：１２名 

 ５月１０日に当支部主催事業として開催する、見学会、シンポジウムの運営を担当して

いる香山壽夫建築研究所の担当者より、学生スタッフの協力について事務局に相談があ

った。 

 当支部では、事業の運営協力を学生に依頼する場合は、薄謝であってもアルバイト料を

渡していることを相談者に説明し、今回についても支払うことで了解を得た。 

 募集する学生の１２名については、支部長と角田研究委員長で６名ずつを関係する大学

から協力参加していただくよう手配されることにした。 

 

 （13）５月３０日(月)の本部通常総会および大阪府建築士事務所協会創立40周年記念式典への 

    出席者について 

 本来ならば、支部長が臨席すべきではあるが、当日は本会の通常総会が開催されるため、

出席役員で相談した結果、塚越常議員が出席することとした。 

 

 （14）宝塚市長に対する「宝塚ホテル本館」の建物保存活用に関する要望書の件 

 角田常議員より、当支部近代建築部会（主査．笠原一人氏）で作成された要望書および

見解文、建物の写真について説明があった。 

 出席役員からは特段の意見は無く、書類の提出にあたっては当支部近代建築部会に事務

局から連絡のうえ対応してもらうことにした。 



 （15）委託調査の件 

『仮称）港区海岸2丁目計画』に関する周辺風環境 

             及び計画建物に作用する風圧力の風洞実験調査 

 委託者  （株）長谷工コーポレーション エンジニアリング事業部 

 担当者  谷口 徹郎 君 （大阪市立大学 准教授） 

 期 間  契約締結日 ～ 平成２９年 ９月３０日 

 研究費  ￥９，２００，０００－（消費税込み） 

 当支部では、本部理事会からの指導を受けて、平成２６年度からの取り組みとして当支

部が主として委託調査研究を受託した場合は、調査研究ごとに担当委員会を設けことと

している。（研究部会で受託した場合は、当該の研究部会で委員会を組織する。） 

 その委員には、当支部事業担当の役員が加わることになっており、今回は審議の結果、

下記のとおり各役員が担当することとして委託調査研究は承認された。 

 委員長：谷口徹郎（日本建築学会近畿支部 常議員、大阪市立大学 教授） 

 委 員：平川恭章（日本建築学会近畿支部 常議員、竹中工務店 部長） 

 委 員：遠山裕史（日本建築学会近畿支部 常議員、奥村組 課長） 

 委員会では、報告書の内容と予算の執行状況をチェックする。特に、報告書の考察は、

客観的な事実をもとに公平な立場で書かれていることを確認する。 

 

 （16）協賛名義借用依頼の件 

 協賛名義の借用依頼があった次の２件については承認した。 

① 第３回若手セミナー ～地盤工学の基礎知識 

 期 日  ６月１７日 

 会 場  ドーンセンター 

 主 催  (公社)地盤工学会関西支部 

 

② 講習会 実務者のための騒音防止技術 

 期 日  ７月２７日、２８日 

 会 場  大阪科学技術センター 

 主 催  (一社)日本機械学会関西支部 

 

 （17）後援名義借用依頼の件 

 後援名義の借用依頼があった次の２件については承認した。 

① 「市立吹田サッカースタジアム」建築技術講習会 

 期 日  ５月２７日 

 会 場  市立吹田サッカースタジアム 

 主 催  (公社)大阪府建築士会 

  木造建築の構造設計・耐震診断・耐震補強設計の事例紹介 

 期 日  ６月１７日 

 会 場  大阪府建築健保会館 

 主 催  (公社)大阪府建築士会 

 



② 「2015年改訂版「再使用の可能性を判定し、復旧するための震災建物建築物の被災度 

  区分判定基準および復旧技術指針講習会（全構造編）」 

 期 日  ６月１５日、２２日 

 会 場  大阪府建築健保会館 

 主 催  (一社)大阪府建築士事務所協会、日本建築士事務所協会連合会 

 

 

【報告事項】 

 （１）当支部研究発表会プログラム編成会議(３月２３日)終了報告 

 １０時から開催された研究発表会プログラム編成会議の終了に伴い、角田常議員（当支

部研究委員会委員長）および担当した常議員学術幹事から報告があった。 

 今回の応募題数は、４４０題であった。 

 

 （２）第７０回卒業設計コンクール審査結果(４月７日、１２日)の報告 

 短大・高専・専修学校の部の審査員である角田常議員および事務局から、大学の部は３

点、短大・高専・専修学校の部は３点、工業高校の部は３点を入賞作品とする審査会か

らの報告があり承認された。 

なお、例年どおり来月の当支部通常総会の付随行事として行われる表彰式で表彰すると

ともに、５月の｢建築雑誌｣への入賞者等の発表、審査報告書の作成および支部ホームペ

ージに作品の一部を加えた結果報告を掲載するとの説明が事務局からあった。 

 

 （３）支部主催シンポジウム「デジタル・コンストラクション 

                      － BIM 施工革新の展望 －」終了報告 

 ３月１１日に当支部主催事業として開催された、シンポジウムの収支について事務局よ

り報告された。費用の超過分については、テキストの残部を大会会場で頒布して充当す

ることが事務局から合わせて報告された。 

 

 （４）当支部通常総会の委任状について 

 役員の所属先に在籍する本会会員に、支部事務局へ委任状を届けるよう指示していただ

きたい旨の依頼が事務局から役員に述べられた。 

 

 （５）その他 

○ 当支部創立70周年(平成29年11月29日)に向けての活動について 

 支部長より、次回の役員会に議題とするよう事務局に指示された。 

 

以上 

 


